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チアゾール系加硫促進剤の併用効果について

(1) 

従来，加硫促進剤の併用におきましては，お互いに異

なった特徴ないしは系統の加硫促進剤を組み合わせて使

用する方法が一般的に行なわれております．たとえば，

グアニジン類（ノクセラーDなど）とチアゾール類（ノ

クセラーDMなど），チウラム類（ノクセラーTTなど）

とチアゾール類の併用などはもっとも普遍的であり，ま

たその効果も十分に認められているところであります．

ところで，同じく加硫促進剤の併用におきましても同

系統の加硫促進剤を組み合わせた場合，それがいかなる

効果をもたらすかはいまだ十分に知られていないようで

あります．そこで弊社研究部ではこのような問題を取り

上げ， ノクセラーCZを中心としたチアゾール系加硫促

進剤の併用試験を行なったところ二，三の興味ある点が

見出されましたので，ここにそのデータの一端をご紹介

し，皆様の御参考に供したいと思います．

実験テ‘ータ

供試試料

• ノクセラーC Z

・ノクセラー MSA

• ノクセラーDM

実験 1. ノクセラーCZとノクセラー MSAの併用

(1-1) 配合

スモークドシート # I 50 

SBR(JSR) 1712 50 

HAF ブラック 50 

ステアリン酸 I 

亜 鉛 華 5 

イ オ ウ 2,5 

試糾（加硫促進剤） I 

159.5 

(1-2) 試料の併用割合

ノクセラーC Z J,00 

ノクセラー MSA O 

o. 75 o. 50 o. 25 0 

o. 25 o. 50 o. 75 I. 00 

(1-3) ムーニースコーチ試験

MS-!, 12「C
"" 

S (5p, upJ C (20p. up) C 1 (30p. up) 

A 26'40'1 27'5011 28'1511 

B 29'30'' 321 2011 33 I 0011 

C 33'00" 34'4511 35'15" 

D 35'0511 37'1011 37'45" 

E 36'45" 38'40" 391 1011 

ム 30

（図1-3-1) CZ-MSAムーニースコーチ曲線

MS-!, 121℃ 
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（図1-3-2) CZ-MSA併用割合と S,C,C'タイムの関係
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第37巻第8号 (1964) 紹

(1-4) 加 硫 試 験

加硫温度 140℃ 

引張試験はJISK6301に準拠

亨分時）間 Tn 晶 Maoo Hs (kg/cmり (kg/cmり

20 244 432 170 76 

30 239 386 189 78 

A 40 242 383 193 78 

50 230 359 195 78 

60 228 346 196 79 

20 255 456 166 76 
30・ 252 3fl9 188 77 

B 40 239 361 189 78 

50 237 356 199 79 

60 232 348 197 79 

20 253 462 163 75 
30 242 386 186 78 

C 40 244 380 196 79 

50 236 357 200 79 

60 231 361 199 79 

20 247 445 166 75 

30 248 397 185 77 
D 40 241 375 194 78 

50 239 366 203 7fl 

60 226 340 200 79 

20 259 485 153 76 
30 249 405 181 77 

E 40 238 367 193 78 
50 235 354 200 78 

60 228 344 202 79 

ムーニースコーチ試験より，測定温度 121℃における

S (5p. up)タイムをノクセラーCZ単独使用 (A)とノ

クセラー MSA単独使用 (E)とで比較すると， ノクセラ

-czのほうが約10分ほど早く，両試料間の遅効性の開

きがみられる． ノクセラーCZとノクセラー MSA併用

介

となく，未加硫ゴムのスコーチタイムをある程度調整で

きるということである．

実験 2. ノクセラーCZとノクセラーDMの併用

(2-1) 配合

SBR (JSR) # 1712 100 

HAF ブラック 40 

ステアリン酸

亜 鉛 華 5 

イ オ ウ 2 

試料（加硫促進剤） [. 5 

149,5 

(2-2) 試料の併用割合

配 合 番 号 A B 

゜
D 

ノクセラーCZ 1.50 1.25 1. 00 0.75 

ノクセラーDM

゜
0,25 0.50 0.75 

(2-3) ムーニースコーチ試験

MS  1 , 121℃ 

S (5p. up) C (20p, up) 0 I (3Qp, up) 

A 38'1511 41'22'' 42'1211 

B 34'05" 371 1511 38'05" 

A 32'4511 351 5411 36'4211 

D 291 1511 32'00'' 32'47" 

（図2-3-1) C Z-DMムーニースコーチ曲線
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配合 (B, C, D)は予想されたとおりこれらの中間に ム 40

位している．すなわち（図 1-3-2)にみられるよう

にCZ-MSA併用割合と ssタイムとはほぼ直線的な

関係にある．

一方，加硫試験をみると各加硫時間ごとの物性はノク

セラーCZ単独， ノクセラー MSA単独あるいは CZ-

MSA併用のいかんを間わず各配合とも同程度の値を示

し大差はみられないしたがって，このことと先のムー

ニースコーチ試験との結果を合わせみた場合， ノクセラ

-czとノクセラー MSAとの併用では次のような利点

を持っているといえよう．すなわち CZ-MSA併用で

はその併用割合の変化により，加硫後の物性を変えるこ
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